
●発電電力量構成の実績と見通し

ゼロエミッション
電源比率
65％

＊自社需要に対応する電力量構成を記載。
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＊販売電力量1kWhあたりの
CO₂排出量。

●CO₂排出原単位・排出量の推移
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《環境目標》  CO₂排出原単位＊を1990年度対比20％削減
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発電や電力設備の
一層の高効率・低炭素化

高効率機器の普及・
電化による省エネ

需要
サイド

供給
サイド

●志賀原子力発電所の
　安全・安定運転

●再生可能エネルギーの
　導入拡大

・水力発電の推進

・メガソーラー発電所の建設推進

・風力発電の推進

・木質バイオマス混焼発電の推進

・エコキュートを中心とした環境性に
優れたオール電化住宅の普及促進
【販売目標】
エコキュート普及台数
2012年度末累計　15万台

・業務用・産業用のお客さまへの
ヒートポンプ機器等の推奨
【販売目標】
ヒートポンプ機器等開発
2012年度末累計　55万kW

・お客さまの省エネ・省CO₂のニーズ
にお応えする情報提供やコンサル
活動推進

・電気自動車の導入・普及促進
グループ全体で2020年度末までに
400台程度を導入

●送配電損失の低減

●高効率化・電化の推進

EV

志賀太陽光発電所
2011年度
運転開始

珠洲太陽光発電所
2012年度
運転開始

富山太陽光発電所
2011年度
運転開始

三国太陽光発電所
2012年度
運転開始
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●お客さま一戸あたりの年間停電時間・停電回数の推移
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■エコキュートの仕組み

空気から
吸熱
2以上 

CO2冷媒
ならではの
高温沸き上げ

電気
1

1+2以上=3以上

1（電気のエネルギー）+2以上（空気の熱）
　　　　　　　　　　=3以上（お湯をつくるエネルギー）

給湯
エネルギー

約90度の
高温
沸き上げ

（コンプレッサー）
圧縮機


